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日
米
同
盟
関
係
の
重
要
性
を
確
認

安
倍
首
相
は
予
算
審
議
の
合
間
を
縫
っ
て
ア
メ
リ
カ
を
訪
問
、ト
ラ
ン

プ
大
統
領
と
会
談
し
た
。昨
年
末
、大
統
領
選
挙
で
当
選
し
た
ト
ラ
ン

プ
氏
と
会
談
し
た
が
、そ
の
時
は
当
選
の
お
祝
い
と
顔
合
わ
せ
に
過

ぎ
な
か
っ
た
。今
回
の
訪
問
の
大
き
な
目
的
は
、日
米
同
盟
は
極
め
て

重
要
で
あ
り
、不
変
で
あ
る
こ
と
の
確
認
と
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が
主
張

す
る
日
米
間
の
貿
易
不
均
衡
に
対
し
、日
本
側
の
立
場
を
説
明
し
、理

解
を
求
め
る
こ
と
で
あ
っ
た
。中
国
の
軍
備
拡
張
、北
朝
鮮
の
核
開
発

と
相
次
ぐ
弾
道
ミ
サ
イ
ル
実
験
な
ど
日
本
周
辺
の
安
全
保
障
環
境
は

益
々
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
中
、同
盟
国
ア
メ
リ
カ
の
支
援
は
不
可
欠

で
あ
る
。今
回
、日
米
安
全
保
障
条
約
第
５
条
の
適
用
範
囲
に
、尖
閣

諸
島
を
含
む
と
確
認
出
来
た
こ
と
は
日
本
の
安
全
に
と
っ
て
非
常
に

重
要
で
あ
り
、大
き
な
成
功
で
あ
っ
た
。ト
ラ
ン
プ
大
統
領
に
と
っ
て
、

経
済
問
題
は
最
優
先

課
題
で
あ
る
。ア
メ

リ
カ
経
済
を
強
く
し

、国
内
の
雇
用
を
拡

大
す
る
の
が
最
大
の

関
心
事
で
あ
る
。そ

の
こ
と
に
日
本
が
い

か
に
貢
献
出
来
る
の

か
。日
本
の
安
全
保

障
と
通
商
問
題
は
切

り
離
す
こ
と
が
出
来

な
い
。相
互
に
利
益

の
あ
る
関
係
を
築
く

こ
と
が
、不
変
の
日

米
同
盟
を
維
持
す
る

上
に
と
っ
て
極
め
て

大
事
で
あ
る
。
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京
滋
３
参
議
員
和
服
姿
で
国
会
登
院

　
１
月
２
０
日
、
第
１
９
３
通
常
国
会
が
召
集

さ
れ
た
。
通
常
国
会
の
召
集
日
に
は
、
超
党
派

の
議
員
で
構
成
さ
れ
る
「
和
装
振
興
議
員
連
盟

」
の
議
員
が
、
着
物
姿
で
登
院
す
る
の
が
恒
例

と
な
っ
て
い
る
。
二
ノ
湯
智
議
員
も
羽
織
袴
姿

で
登
院
、
西
田
昌
司
議
員
、
二
ノ
湯
武
史
議
員

と
、
揃
っ
て
記
念
写
真
に
納
ま
っ
た
。
３
人
は

今
年
の
抱
負
を
次
の
よ
う
に
語
っ
た
。

二
ノ
湯
智
（
京
都
選
挙
区
）

　
１
億
総
活
躍
が
叫
ば
れ
て
い
る
時
代
で
す
。

私
は
今
年
７
３
歳
に
な
り
ま
す
。
健
康
に
恵
ま

れ
意
欲
が
あ
れ
ば
、
私
の
よ
う
な
年
代
で
も
、

若
い
人
に
負
け
な
い
よ
う
に
元
気
い
っ
ぱ
い
、

は
つ
ら
つ
と
、
働
け
る
こ
と
を
示
し
て
ま
い
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

西
田
昌
司
（
京
都
選
挙
区
）

　
女
性
の
活
躍
で
き
る
社
会
を
つ
く
る
に
は
、

結
婚
や
子
育
て
を
社
会
全
体
で
支
え
る
仕
組
み

が
必
要
で
す
。
そ
の
コ
ス
ト
は
女
性
の
社
会
進

出
で
人
財
確
保
を
期
待
す
る
産
業
界
も
負
担
す

べ
き
で
す
。
子
育
て
を
応
援
す
る
社
会
を
つ
く

り
ま
し
ょ
う
。

二
ノ
湯
武
史
（
滋
賀
選
挙
区
）

　
今
年
の
干
支
は
丁
酉
。
こ
れ
ま
で
の
活
動
が

形
を
成
し
、
発
展
が
ピ
ー
ク
を
越
え
る
一
方
で

新
た
な
機
運
が
熟
し
て
発
す
る
、
い
わ
ば
岐
路

と
な
る
年
。
１
月
で
４
０
歳
に
も
な
り
ま
し
た

し
、
不
惑
の
境
地
で
さ
ら
に
国
家
国
民
に
貢
献

で
き
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
！

　
昨
夏
怪
我
を
さ
れ
て
以
来
、
谷
垣
禎
一
代
議

士
の
容
態
が
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
谷
垣

事
務
所
に
よ
れ
ば
、
専
門
病
院
で
集
中
的
に
リ

ハ
ビ
リ
を
続
け
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　
「
大
学
の
体
育
会
系
ク
ラ
ブ
の
合
宿
の
つ
も

り
で
鍛
え
ま
す
」
と
担
当
の
医
師
か
ら
言
わ
れ

て
い
る
そ
う
で
、
筋
肉
や
節
々
の
痛
み
と
闘
い

な
が
ら
頑
張
っ
て
お
ら
れ
る
よ
う
で
す
。
歩
行

訓
練
の
距
離
も
延
び
て
き
て
来
て
い
る
よ
う
で

す
か
ら
、
皆
様
と
共
に
、
１
日
も
早
い
復
帰
を

お
祈
り
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

谷
垣
禎
一
代
議
士
の
近
況

厳
し
い
リ
ハ
ビ
リ
に
励
む
毎
日

－
、
１
月
２
０
日
に
通
常
国
会
が
召
集
さ
れ
、

早
速
２
８
年
度
の
第
３
次
補
正
予
算
の
審
議
が

始
ま
っ
た
。
数
に
驕
る
こ
と
な
く
、
丁
寧
に
、

慎
重
に
事
を
運
ぶ
の
が
与
党
自
民
党
の
方
針
。

我
々
の
真
意
が
よ
く
理
解
さ
れ
た
の
か
、
混
乱

も
な
く
、
順
調
に
予
算
案
が
成
立
し
た
。

－
、
今
年
の
冬
は
久
し
ぶ
り
の
大
雪
。
か
っ
て

は
冬
の
雪
は
当
た
り
前
で
あ
っ
た
が
、
今
の
時

代
、
２
０
〜
３
０
セ
ン
チ
も
降
れ
ば
、
大
騒
ぎ

と
な
る
。
雪
は
都
市
交
通
に
と
っ
て
は
、
厄
介

な
存
在
で
あ
る
が
、
日
本
の
冬
に
は
欠
か
せ
な

い
風
物
詩
で
あ
る
。

－
、
東
京
都
議
会
の
ド
ン
の
足
元
で
あ
る
東
京

千
代
田
区
の
区
長
選
挙
は
、
予
想
通
り
、
小
池

知
事
が
推
す
現
職
が
圧
勝
し
た
。
７
月
の
都
議

選
は
小
池
新
党
が
第
１
党
に
な
る
可
能
性
が
出

て
来
た
。
驕
れ
る
も
の
久
し
か
ら
ず
、
時
の
勢

い
、
流
れ
と
言
う
の
は
恐
ろ
し
い
。

－
、
出
身
高
で
あ
る
京
都
市
立
西
京
高
校
の
同

窓
会
長
と
し
て
、
初
め
て
卒
業
式
に
出
席
し
、

祝
辞
を
述
べ
る
機
会
が
来
た
と
思
っ
た
ら
、
参

議
院
予
算
委
員
会
と
重
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
残

念
で
あ
る
が
、
議
員
た
る
も
の
公
務
を
優
先
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

－
、
平
成
１
３
年
、
成
田
空
港
で
日
本
に
密
入

国
し
よ
う
と
し
て
摘
発
さ
れ
た
金
正
男
氏
が
、

マ
レ
ー
シ
ア
で
北
朝
鮮
の
工
作
員
の
手
に
よ
っ

て
殺
害
さ
れ
た
。
自
身
の
身
の
保
全
の
た
め
、

兄
、
叔
父
す
ら
平
気
で
殺
す
金
正
恩
は
冷
酷
無

比
の
人
間
で
あ
る
。

－
、
正
月
元
気
だ
っ
た
９
８
才
の
母
親
が
、
最

近
食
欲
不
振
で
、
宇
治
の
徳
州
会
病
院
に
入
院

し
た
。
病
院
は
２
週
間
で
退
院
し
、
介
護
施
設

を
考
え
ま
し
ょ
う
と
言
っ
て
く
れ
た
が
、
介
護

認
定
も
す
る
必
要
な
い
ほ
ど
、
記
憶
も
確
か
、

体
も
不
自
由
が
な
い
と
自
宅
に
帰
っ
て
来
た
。

－
、
私
は
作
曲
家
船
村
徹
氏
大
フ
ア
ン
で
あ
り

恩
人
。
初
め
て
の
参
議
院
選
挙
を
一
層
盛
り
上

げ
る
た
め
、
船
村
徹
、
鳥
羽
一
郎
の
両
人
に
京

都
へ
来
て
も
ら
う
計
画
を
立
て
た
。
快
諾
を

得
て
、
京
都
会
館
で
昼
夜
２
回
の
公
演
で
、
約

３
５
０
０
人
の
方
が
足
を
運
ん
で
下
さ
っ
た
。


